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Ⅰ  はじめに 
 














































Ⅱ  研究対象概要 
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最後に祭りが開催された 2013 年の児童数は 159 人




 2. 上庄まつり 
















図 1 氷見市の概要 
図 3 上庄小学校児童数推移 
（『氷見市の統計』より作成） 
図 2 上庄地区人口推移 
（『氷見市の統計』より作成） 
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表 1 第 18 回上庄まつりの一日の流れ 
時間 メイン会場 
（グラウンド）
第 2 会場 
（ミュージアム） 





17:30 開会宣言   
17:35 オープニング   




18:20 上庄保育園   
19:00 七分一青年団 柿谷青年団 中村青年団 







20:05 ジャグリング   




21:05 抽選会   
21:20 フィナーレ   
（上庄まつり HP より作成） 
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図 4 上庄地区詳細 
表 2 上庄まつり参加団体の変遷 












































































































表 3 上庄まつりに関する北日本新聞の新聞記事 
日付 題名 
1996.8.17 獅子舞を初競演 氷見・上庄祭り 
2002.8.16 獅子舞競演 氷見・上庄まつり 青年団ら力強く 
2004.8.16 勇壮に獅子舞競演 氷見で上庄まつり 14 団体が出演 
2004.11.13 郷土芸能通し意見交換 氷見 沖縄の青年・婦人会来訪 
2005.7.29 10 周年記念で沖縄の獅子舞も 来月 15 日，氷見・上庄まつり 
2005.8.15 地元青年団勇壮に獅子舞 氷見・上庄まつり前夜祭 
2005.8.16 勇壮華麗に獅子舞競演 氷見で上庄まつり 8 青年団勢ぞろい 10 回記念 沖縄などの団体も出演 
2006.8.16 力強い獅子舞次々と 氷見 上庄まつり 園児・児童の舞も 
2007.8.16 暑気払う獅子舞披露 氷見・上庄まつり 
2008.8.16 7 青年団が獅子舞 氷見・上庄まつり 
2009.8.16 勇壮な獅子舞競演 氷見 
2010.8.16 伝承の獅子舞披露 氷見・上庄まつり 8 青年団出演 
2011.8.16 勇壮に獅子舞競演 氷見・上庄まつり 8 青年団出演 
2012.8.16 7 青年団勇壮に舞う 氷見・上庄まつり 
2013.8.16 上庄 6 青年団獅子舞勇壮 旧盆まつり 
（北日本新聞より作成） 
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2)『角川日本地名大辞典 16 富山県』より． 
3)『氷見市の統計』統計資料 人口 行政区別人口世帯数 
統計より． 
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今野裕昭 2014．過疎地山村の少子高齢化と村落構造の再
編：日光市栗山の事例．専修人間科学論集. 社会学篇 4， 
11-33. 
角川日本地名大辞典 編纂委員会 1979．『角川日本地名
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氷見市八代地域・碁石地域で運行される NPO バス 2 路線の比較とその役割
縫田 一歩
NUIDA Ippo 
近年，中山間地域において撤退したバス路線を NPO 法人が NPO バスとして運行する事例が増加してき
ている．そこで本研究では富山県氷見市八代地域および碁石地域で運行されている NPO バスを対象とし，
中山間地域において NPO バスが果たしている役割を明らかにする.NPO 法人と住民の方へのインタビュー
から NPO バスが今後，存続していくためには住民のニーズに沿った住民目線のバスとなっていくことが必
要であるということが明らかになった．
キーワード： NPO バス，中山間地域 



































II  研究目的 
本研究では氷見市八代地域および碁石地域で運
行されている NPO バス「ますがた」，「やまびこ」 





























IV  研究対象概要 
氷見市八代地域は平成 27 年 4 月 1 日時点で世帯
数が 254 世帯，人口は 554 人．市内でも人口減少
の著しい地域の一つである．一方，碁石地域は平
成 27 年 4 月 1 日の時点で世帯数が 313 世帯，人口
は 733 人．市内でも有数の高齢人口率の高い地域
である．どちらも市の中心部から遠く，周りを山
に囲まれた中山間地域であることが分かる（図 2）．  
続いて NPO 法人について整理する．NPO 法人八
代地域活性化協議会は 2005 年（平成 17 年）8 月設
立，バスは同年 10 月から運行開始．NPO 構成員は 
図 2 対象地域 
225人，バス会員は 166人で，バスは平日 5往復，
土日祝 3 往復出ている．NPO 法人碁石地域活性化
協議会は 2010 年（平成 22 年）9 月設立，バスは同
年 10 月から運行開始．正会員は 276 戸で，バスは
平日行き 3 便，帰り 4 便，土日祝 2 往復運行され
ている．この 2 つの NPO はもともとあった路線バ
スが撤退したという理由から設立に至った経緯を
もっている（表 1）． 
「ますがた」は NPO が会費 5000 円で，住んでい
る地域に応じて 5 千円，1 万 5 千円，2 万円の年会
費を払うシステムを採用している．平成 26 年度の
輸送人員は 17,251 人．一方「やまびこ」は会費が
1000 円，住んでいる地域に応じて 3 万円，3 万 5
千円，4 万円，4 万 5 千円の年会費または 200 円，
300 円，400 円，500 円，600 円の回数券を払うシ





















表 1 NPO 法人まとめ
表 2 「ますがた」利用者へのインタビュー 
性別 年齢 免許の有無 外出の目的 利用頻度 年会費につ
いて
満足度







































17 年）8 月 
225 人 2005 年 10 月 年会費 平日 5 往復 




22 年）9 月 
276 戸 2010 年 10 月 回数券と年会
費
平日 3.5 往復 
土日祝 2 往復 
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表 3 「やまびこ」利用者へのインタビュー 
性別 年齢 免許の有無 外出の目的 利用頻度 支払方法と
その理由
満足度
























女性 70 代 なし（家族の
送迎あり）












































































































した生活支援のバス交通． 専修人文論集 94：107-201． 
11
アートプロジェクトを通したまちづくりの一考察 


























































































































て、ヒミングが 2007 年に出版した『氷見 ing』を






















は表 1 に示した． 
Ⅳ 研究対象の概要 
 




















は 2007 年まで 4 年間開催された．
表 1 アートプロジェクト分類例 
 
  
自然 物 人工施設 伝統文化・技術
1 天馬船遊覧体験 河川 天馬船
2 天馬船進水式 河川 天馬船
3 第３回上庄川mini天馬船レース 河川 天馬船
4 「ヒミング天馬船乗ってみよう！漕いでみよう！」vol.1 河川 天馬船
5 「ヒミング天馬船乗ってみよう！漕いでみよう！」vol.2 河川 天馬船
6 「OZAWAザワザワ談義」

























































































































































図 1 年度別アートプロジェクトの種類の推移 
 
 


















































1) 内閣府 HP による． 
https://www.npo-homepage.go.jp (最終閲覧日: 2015 年
10 月 03 日）． 
2) まち・ひと・しごと創生本部首相官邸 HP による． 
www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei (最終閲覧日: 2015 年
10 月 06 日）． 
3) アート NPO ヒミング HP． 








山内直人 1999．『NPO 入門』日経文庫． 
吉澤 2007． 文化政策と公共性―大阪市とアート NPO
の協働を事例に―．社会学評論 58: 171-174． 
曽田 2006． アート NPO とのパートナーシップによる
自治体文化政策の可能性．跡見学園女子大学マネジメ
ント学部紀要 4: 9-10． 
前田洋介 2008． 担い手からみたローカルに活動する
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ASANO Kazuya 
 























































II  対象地域の概要 
 
  氷見市の人口の変化をみると，合併翌年の 1955
年の 69,770 人をピークとして減少を続け，1995 年
には 60,109 人，2015 年には 50,516 人まで減少して
いる（図 1）．その一方世帯数は増加を続け 1955







国道 415 号線が走る．なお国道 160 号線は氷見市
を縦断するが，415 号線は途中西に曲がり石川県羽
咋市に向かう．また，内陸部を能越自動車道であ
る国道 470 号線が通過する（図 2）． 
 商業環境についてみると，氷見市には 3 つの商
業集積地が存在する（図 2）．中心商店街は国道






























































図 2 調査対象地 
 






















本町の３つに分けて分析する．図 3 に 1979 年３）
の店舗構成を，図 4 に 2015 年の土地利用を示した．
また，表 2，表 3 は各年の土地利用を実数と構成比
で表したものである． 
 
  1. 中央町商店街 






中央町商店街の 1979 年の区画数４）は 85 であり，
店舗密度５）は 80.0%である ．業種構成比をみる 
km 
1985 1994 2004 2007
商店数 (店) 1,015 931 712 659
増減率（％ 100.0 91.7 70.1 64.9
氷見市 年間販売額 （百万円） 39,739 51,994 38,122 38,945
増減率（％ 100.0 130.8 95.9 98.0
売場面積 (㎡) 51,007 62,555 61,729 65,558
増減率(％) 100.0 122.6 121.0 128.5
商店数 (店) 3,480 3,164 2,484 2,318
増減率（％ 100.0 90.9 71.4 66.6
高岡市 年間販売額 （百万円） 191,104 246,374 222,276 222,109
増減率（％ 100.0 128.9 116.3 116.2
売場面積 (㎡) 222,733 264,695 326,598 334,574
増減率(％) 100.0 118.8 146.6 150.2
商店数 (店) 18,908 17,330 14,404 13,079
増減率（％ 100.0 91.7 76.2 69.2
県計 年間販売額 （百万円） 954,090 1,304,604 1,190,891 1,175,444
増減率（％ 100.0 136.7 124.8 123.2
売場面積 (㎡) 1,129,257 1,341,072 1,625,585 1,622,164




















































区画数 構成比（％）区画数 構成比（％）区画数 構成比（％）
買回品 6 7.4 9 10.3 10 9.8
最寄品 6 7.4 18 20.7 14 13.7
サービス業 2 2.5 2 2.3 7 6.9
飲食 7 8.6 4 4.6 5 4.9
事業所 1 1.2 2 2.3 4 3.9
住宅 22 27.2 17 19.5 22 21.6
空き家 22 27.2 13 14.9 15 14.7
倉庫 1 1.2 0 0.0 0 0.0
駐車場 4 4.9 8 9.2 12 11.8
空地 1 1.2 3 3.4 3 2.9
その他 6 7.4 7 8.0 7 6.9
不明 3 3.7 4 4.6 3 2.9
合計 81 100.0 87 100.0 102 100.0
中央町 比美町 南中・本町























































一方 2015 年では区画数は 87，店舗密度は 40.2%
となっている．住宅が 19.5%，空き家・空き店舗が
14.9%を占めている．構成比は買回品店 10.3%，最





















 2015 年の区画数は 102 となり，店舗密度は 39.2%
になった．他の商店街と同様に住宅や空き家の割
合が増加した．特徴的な点は他の商店街よりも駐
区画数 構成比（％）区画数 構成比（％）区画数 構成比（％）
買回品 17 20.0 27 30.7 35 35.0
最寄品 21 24.7 28 31.8 33 33.0
サービス業 7 8.2 6 6.8 9 9.0
飲食 17 20.0 3 3.4 3 3.0
事業所 3 3.5 3 3.4 4 4.0
住宅 7 8.2 5 5.7 9 9.0
空き家 1 1.2 4 4.5 2 2.0
倉庫 2 2.4 0 0.0 0 0.0
駐車場 0 0.0 0 0.0 0 0.0
空地 0 0.0 0 0.0 0 0.0
その他 6 7.1 11 12.5 3 3.0
不明 4 4.7 1 1.1 2 2.0









IV  中心商業地変化の要因 
 








らつきがあるのは 2 つの区画が 1 つになるなどの
変化があるためである． 



























は 1985 年から 1996 年と 2004 年から 2015 年の間
に大きく増加している．また，空き家・空き店舗
も 2004 年から 20015 年にかけて大きく増加してい
る． 









































1979 1985 1996 2004 2015
買回品 最寄品 飲食 サービス













































6）2010 年 6 月合併． 
7）氷見市史（1963）より． 
 




















氷見市史編纂委員会 2006．『氷見市史 2 通史編 近・現
代』氷見市． 


















































































   
 
 


























図 1  氷見市中心商店街の位置 
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III  調査結果 
 
 1. 氷見市の商業について 























10 年後の 1980 年と 2015 年の住宅地図を見比べて
みると，1980 年の地図にあって 2015 年の地図にも
ある店は中央町商店街に 47 店舗中 19 店舗，比美
町商店街に 55 店舗中 34 店舗，南中・本町商店街
に 64 店舗中 28 店舗であった（図 6）．このように 
                               
図 2 1970 年代に開店した大型スーパーの位置 
（住宅地図により作成）
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図 3  1996 年の国道 160 号線バイパス沿いの小売店と飲食店の立地状況 
（住宅地図により作成）
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図 4  2004 年の国道 160 号線バイパス沿いの小売店と飲食店の立地状況 
（住宅地図により作成）
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図 5  2015 年の国道 160 号線バイパス沿いの小売店と飲食店の立地状況 
（住宅地図により作成）
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 年齢 性別 住所 家族構成 免許の有無 
A 70 代 女 地蔵町 3 世代同居 無 
B 70 代 女 窪 夫 有 
C 70 代 女 幸町 子ども夫婦，孫 有 
D 60 代 女 比美町 夫 無 
E 70 代 女 地蔵町 １人 無 
F 70 代 女 仕切町 3 人 無 
G 60 代 女 上田子 １人 有 
H 70 代 女 中央町 １人 有 
I 60 代 男 宮田 1 人 無 
表 1 聞取り調査回答者の属性 
（聞取り調査より作成）
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回答者 年代 店舗名と買い物するもの その店舗に行く
理由 移動手段 その他 


























 過去 近所の店舗（食料品など） 近いから 徒歩  
C 現在 ハッピータウン（食料品，衣料




 過去 近所の店舗（食料品） 近いから 徒歩  
D 現在 ハッピータウン（食料品，衣料
品） 品揃え，近い 自転車  
 過去 ハッピータウン（食料品，衣料
品） 品揃え，近い 自転車  
E 現在 ハッピータウン，K マート（食



























表 2－1 聞取り調査の結果（回答者 A～F）
（聞取り調査より作成）
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回答者 年代 店舗名と買い物するもの その店舗に行く
























近いから 自家用車，徒歩  











































表 2－2 聞取り調査の結果（回答者 G～I）
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氷見市 2012．第 8 次氷見市総合計画（本編）第 2 編 前
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放牧地は図 1 に示した通りである． 
本研究では，三つの実施主体であるNo.1とNo.2，



















1 単一・耕種農家 小窪 2 160（借60） 2004年 2014年に放牧終了
2 単一・耕種農家 北八代 4 200 2011年 放牧地は個人の私有地であり管理も個人で行う
土倉 ― ― 2006年 2008年熊無に牛舎できたため終了
熊無 10 200 2008年 牛舎付近組織保有の土地を放牧
寺尾 ― 70（借70） 2009年
久目 ― 100（借100） 2009年
長坂 2 100（借100） 2011年 2014年に放牧終了
吉懸 2 150（借150） 2015年
懸札 4 200（借200） 2015年
中村 2 160（借160） 2015年
4 単一・畜産農家 角間 2 150 2015年
5 集落・耕種農家 布勢 2 120 2015年













図 1 氷見市における水田・里山放牧の分布 
（聞取り調査により作成）．
1. No.1 









































































































































































10 月 13 日)． 
2）独立行政法人農畜産業振興機構畜産業振 興
事業 飼料増産ホットニュース 52 号 2009 年 5
月 15 日「国産稲わら稲ＷＣＳ放牧」より http:/ 
/souchi.lin.gr.jp/skill/pdf/hotnews052.pdf（最終閲


















覧日 2015 年 9 月 29 日）． 




















































































肉の価格は自由化により自由化前の kg あたり 700




























































































































































































図 3 氷見市の肉牛飼育頭数の変化 
（富山県農林水産部農業技術課 資料より作成） 
図 2 氷見牛生産農家の分布 
（氷見市資料より作成）
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次に独自性の追求と PR は，「品質＝価値」に  
なりにくい現在の市場で独自性やブランドイメー
表 1 氷見牛ブランド化の流れと全国の動向 
47








































































































































日本貿易月表 財務省貿易統計 HP 
http://www．customs．go．jp/toukei/info/(最終閲
覧日 2015 年 12 月 18 日) 
2) 氷見百年史編修委員会『氷見百年史』氷見市役
所：391-392．より 
3) JA が農地を守る -JA 氷見市・JA 出資型農業生
産法人 (株)JA アグリひみ(富山県)の取組み


























































している．1995 年には 53.0 歳だった農業従事者平
均年齢も，2010 年には 58.3 歳に上昇している 1)．
農業の機械化により，農作業にかかる労力が軽減
され，長い期間農業に携わることが出来るように






















































































































































































































































































































































































































































〒930-8555 富山市五福 3190富山大学人文学部 
電話 076-445-6184 FAX076-445-6141 
http://www.hmt.u-toyama.ac.jp/geog/ 
 
 
